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学校事故の防止と教職員の不祥事の絶無は、学校教育を支える基盤づくりという点で、大変重

要なことです。

県南教育事務所では、今年度も「学校教育を支える基盤づくり」を重点の一つとして掲げ、「学

校事故防止の徹底と不祥事の絶無」に取り組んでおります。

令和６年度 学校事故防止対策研究協議会
令和６年６月５日（水）、矢吹町文化センターにおいて、主に各校の教頭先生方を対象として、

令和６年度学校事故防止対策研究協議会を開催しました。協議会では、「学校事故及び教職員の

事故防止（講話①）」「児童生徒の事故防止（講話②）」「教育事務所長講話（講話③）」を行い、

「教職員の不祥事防止」をテーマとした研究協議を行いました。

研究協議では、「信頼される学校づくりを職場の力で【令和６年４

月 改訂版】」別冊資料「不祥事防止のためのチェックシート」掲載

の「これだけは１０箇条」を管理職の立ち場として「十分に指導し

ているか？」「自分事として自覚させているか？」という視点で自己

評価し、グループごとに協議していただきました。

参加者の感想を紹介します。

・所長講話により、絶対に自分の学校からは不祥事を起こさないという思いを強くもった。

・学校事故については、管理職が様々な事故防止や危機回避に向けた正しい知識を身に付け、

職員に伝えていくとともに、事故発生時に冷静で迅速な対応をしていくことが必要だと改め

て理解した。

・不祥事を本校から出さないように服務倫理委員会の持ち方を工夫するとともに、職員とのコ

ミュニケーションを図っていきたい。

・自校の管理について振り返る機会となった。マニュアルの見直しや服務倫理委員会の持ち方

について、実践していけるように努めていきたい。

・「『自己を客観視』することを教職員全員に意識させる。」ことにすぐに取り組みたい。

・不祥事防止については、全職員が当事者意識をもって教育活動に携わっていかなければなら

ないと再認識した。

・自己を客観的にとらえ、子どもの前に立つ教師としてふさわしいのか、常に問いながら指導

にあたっていきたい。

・不祥事根絶のため、高い倫理観をもって、全職員に当事者意識がもてるように服務倫理委員

会を工夫していきたい。

・組織としての力をさらに高めていくために、教職員一人一人が不祥事や学校事故に対する当

事者意識をもつことができるような服務倫理委員会のあり方を絶えず見直していくことで、

風通しの良い職場づくりを進めたい。

・どの時間についても「自分事」として受け止めることができた。今回の協議会をきっかけと

して、常に危機意識をもって職責にあたり、より高い危機管理能力を持ち合わせた教頭にな

りたい。



域内服務倫理対策会議「不祥事防止に向けて」
令和６年７月２５日（木）、矢吹町文化センターにおいて、各

校の校長先生方を対象として、域内服務倫理対策会議を開催しま

した。

対策会議では、まず、ワークシートを使って、それぞれの学校

の現状について自己評価を行い、グループ協議を行いました。

その後、「不祥事を自分事としてとらえさせる服務倫理委員会

の工夫」として、主任管理主事が、ある学校の服務倫理委員会の

事例紹介を行いました。

１ 新聞報道や懲戒処分通知等の資料を提示する。

２ 教職員一人一人が、それぞれの経験や意見を付箋に書く。

３ 付箋に書かれた意見等を集約し、全教職員で共有する。

下は、事例紹介のスライドの１枚です。

この学校には、性別を問わず生徒や同僚に対して、肩に手を回して励ますベテラン教員がいた

そうですが、この服務倫理委員会を実施してからは、その行為を一切やめたそうです。

この事例のよさは、身近な同僚の経験や意見に触れることによって、不祥事を自分事としてと

らえ、自分の言動を振り返る機会につながることです。

同僚が何を考えているか、どんな経験を積んできたかを知ることにより、自分の言動を振り返る機会に

つながる… という実践例です。各学校でも、ぜひ参考としてください。

今年度、全県下において、すでに５件の懲戒処分が行われています。懲戒処分

事例を「対岸の火事」としてではなく「他山の石」として受け止め、各学校にお

いて教職員の服務倫理意識を高めるための取り組みの工夫をお願いします。


